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／
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／
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＋
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＋
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中
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奴
国)
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一
世
紀
前
半
〕
／
倭
国
大
乱 

 
…

一
八
五
年
勃
発 

◇
倭
国
大
乱
と
瑞
穂
の
邪
馬
台
国
勃
興
〔
大
乱
勃
発
時
の
戦
場→

神
戸
市
東
部 

決
戦
場→

島
根
半
島
の
闇
見
国
（
黄
泉
国
）〕 

東
西
の
王
朝
／
瑞
穂
厳
之
国
王
朝(

大
倭
唐
古
に
都
す
る
邪
馬
台
国)

〓
水
天
神
天
照
大
神
が
オ
ロ
チ
厳
之
国
王
朝
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再
現 

〔
大
乱
後
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高
天(

倭
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国
名
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奪
わ
れ
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倭
奴
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〓
高
千
穂
宮
に
天
宮
し
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天
照
大
御
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日
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日
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に
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瓊
瓊
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ほ
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に

ぎ
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笠
沙
宮
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都
し
た
国
〓
日
隈

ひ
の
く
ま(

日
前

ひ
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、
後
に
日
前

ひ
の
ま
え

に
改
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〓
日
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熊
野
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の
継
承
国
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倭
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女
王
／
倭

や
ま
と

国
〔
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之
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～
副
都
伊
都
国
・
奴
国
〕
〓
東
西
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王
朝
が
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し
て
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を
共
立…

二
二
〇
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前
半 

〔
倭
女
王
ヒ
ミ
コ
〓
天
照
大
御
神
が
日
天
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を
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、
邪
馬
台
国
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纏
向
上
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に
遷
座
。
伊
都
国(

吉
野
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に
副
都
設
置
〕 

〔
勢
力
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〓
倭
国
＋
西
都(

西
都
市
妻)

に
都
す
る
火
瓊
瓊
杵
の
日
前
＋
東
都(

市
原
市
惣
社)

に
都
す
る
天
火
明
の
日
高
見
国
〕 

日
本
王
朝
と
日
前
の
対
立
／
日
本

や

ま

と(

日
本

ひ
の
も
と

の

倭
や
ま
と)

朝
〓
火
明

ほ
あ
か
り

饒
速
日

に
ぎ
は
や
ひ(

火
瓊
瓊
杵
の
児
火
明
、
海
幸
彦)

が

倭
や
ま
と

国
を
継
承
し
た
王
朝 

〔
日
前

ひ
の
ま
え(

日
前

ひ
の
く
ま

の
継
承
国)

〓
火
火
出
見
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ほ

で

み(

天
火
明
の
児
誉
津
別

ほ
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つ
わ
け

、
山
幸
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率
い
る
王
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後
に

和
ヤ
マ
ト

国
と
改
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天
下
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家
は
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神
武
東
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／
磐
余
彦
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の
火
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出
見
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襲
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し
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向
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倭
国
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し
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和
家
に
日
本
家
・
豊
葦
原
中
つ
国
・
厳
之
国
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部
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、
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事
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職
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火
明
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国
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大
和
朝
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、
呉
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伯
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子
孫
。
オ
ロ
チ
厳
之
国
、
葦
原
家
、
伊
都
国
は
、
越
王
句
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孫 

◇
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台
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菊
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◆
縄
文
晩
期
の
那
珂
つ
国…

…

死
返
玉
・
道
返
玉
な
ど
玉
八
つ
に
加
え
て
、
熊
の
神
籬
・
蜂
の
領
巾
な
ど
玉
つ
宝
十
種 

◆
前
五
世
紀
の
天
之
国…

…
…

日
鏡
、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡
な
ど
鏡
三
面 

◆
前
四
世
紀
の
厳
之
国…

…
…

死
返
玉
な
ど
玉
五
つ(

も
と
那
珂
つ
国
祭
器)

、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡(

も
と
天
之
国
祭
器)

 

に
加
え
て
、 

厳
之
国
本
家
の
宗
像
家 

 

軍
団
を
指
揮
す
る
八
握
の
細
形
銅
剣(

神
璽)

、
船
団
を
指
揮
す
る
蛇
の
領
巾
な
ど
瑞
宝
十
種 

◆
前
四
世
紀
の
熊
族(

熊
襲)

…

銅
矛
、
日
鏡(

も
と
天
之
国
祭
器)

、
玉
三
つ(

も
と
那
珂
つ
国
祭
器)

 

、
熊
の
神
籬
な
ど
熊
族
神
宝 

◆
前
三
世
紀
の
倭
国
王
朝(

高
天)…

北
方
系
銅
鏡 

 

日
隈(

熊
野
家)

 
…

瓊
矛
、
日
鏡
・
玉
三
つ
、
熊
の
神
籬
な
ど
日
隈
神
宝 

 

◆
豊
葦
原
中
つ
国
の
天
叢
雲…

天
璽
の
天
叢
雲
剣
、
死
返
玉
な
ど
玉
五
つ
、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡
、
蛇
の
領
巾
な
ど
瑞
宝
十
種 

◆
厳
之
国
宗
家
の
宗
像
家…

…

玉
五
つ
、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡
、
八
握
の
細
形
銅
剣(

天
叢
雲
剣)

、
蛇
の
領
巾
な
ど
瑞
宝
十
種 

◇
倭
奴
国
王
朝
初
代
女
系
天
神
の
天
常
立…

光
武
帝
か
ら
賜
る
天
璽
の
方
格
規
矩
鏡 

◇
日
隈(

熊
野
家)

の
伊
奘
諾…
神
璽
の
金
印
「
漢
委
奴
国
王
」、
神
璽
の
瓊
矛
・
日
鏡
・
熊
の
神
籬
な
ど
日
隈
神
宝
、 

布
都
斯
魂
剣
で
倭
奴
国
王
朝
と
天
神
を
守
護 

◇
邪
馬
台
国
の
水
天
神
天
照
大
神…
新
た
に
鋳
た
天
璽
の
天
叢
雲
剣(

中
細
銅
剣)

 
 

火
天
神
天
鹿
児
山…

天
璽
の
羽
羽
矢 

◇
宗
像
家
宗
女
の
田
心
姫…

…

玉
五
つ
、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡
、
八
握
の
細
形
銅
剣(

天
叢
雲
剣)

・
蛇
の
領
巾
な
ど
瑞
宝
十
種 

◇
日
神
の
天
照
大
御
神…

…
…

石
窟
戸
前
で
鋳
た
天
璽
の
伊
勢
大
神(

三
角
縁
神
獣
鏡)

 
 

倭
女
王
ヒ
ミ
コ…

伊
勢
大
神
、
魏
帝
鏡

(

方
格
規
矩
鏡)
、
神
璽
の
金
印
「
親
魏
倭
王
」、
豪
族
に
配
る
鏡(

祭
祀
用
八
咫
鏡
と
魏
帝
鏡)

  

◇
素
戔
嗚…

…
…
…
…
…
…
…

日
矛
・
日
鏡
な
ど
熊
野
家
神
宝
、
日
前
鏡
、
布
都
斯
魂
の
十
握
剣
で
大
蛇(

天
照
大
神
親
子)

退
治 

◇
高
千
穂
宮
の
高
皇
産
霊…
…

高
千
穂
宮
赴
任
前
に
鋳
た
布
都
御
魂
の
十
握
剣
、
自
身
の
神
像
と
し
て
の
天
叢
雲
剣(

中
細
銅
剣) 

(

高
千
穂
宮
に
赴
く
天
照
大
神)

 

布
都
御
魂
剣
に
、「
刃
に
血
塗
ら
ず
し
て
倭
国
統
一(

高
天
＋
邪
馬
台
国)

」
を
誓
う 

◇
日
前
の
皇
孫
火
瓊
瓊
杵…

…

天
神
の
御
子
と
印
す
羽
羽
矢
、
石
窟
戸
前
で
鋳
た
八
咫
鏡(

日
前
鏡)

・
天
叢
雲
剣
な
ど
三
種
宝
物 

◇
日
本
朝
の
火
明
饒
速
日…

…

神
璽
の
十
握
剣
二
振
り
、
天
神
の
御
子
と
印
す
天
璽
の
羽
羽
矢
、 

天
神
天
照
国
照
彦
火
明 

…

鏡
作
郷
で
鋳
た
神
璽
の
天
照
御
魂
神
（
天
璽
の
鏡
の
形
代
、
天
照
国
照
彦
火
明
命)

 

天
璽
の
瑞
宝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

布
都
斯
魂
・
布
都
御
魂
の
十
握
剣
二
振
り
に
、
倭
国
統
合(

日
本
朝
に
よ
る
和
国
併
合)

を
誓
う 

◆
和
の
磐
余
彦…

…
…
…
…
…

羽
羽
矢
、
日
前
鏡
、
葬
送
用
八
咫
鏡
、
敵
か
ら
手
に
し
た
日
矛(

熊
野
権
現
御
魂)

・
布
都
御
魂
剣 

◆
大
和
朝
廷
の
神
武(

磐
余
彦)

…

笠
縫
邑
で
新
た
に
鋳
た
神
璽
の
八
咫
鏡
と
草
薙
剣(

天
璽
の
鏡
剣
の
形
代)

 

火
明
饒
速
日
子
孫
の
物
部
氏…

布
都
御
魂
剣
・
瑞
宝
十
種
を
授
か
り
、
大
和
朝
廷
・
磐
余
彦
火
火
出
見
の
宮
殿
守
護
を
誓
う 
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目
次
・
概
要 

 
古
代
史
の
常
識
や
通
説
を
歴
史
的
観
点
か
ら
検
証
す
る
と
、
戦
前
に
信
じ
て
疑
う
こ
と
の
な
か
っ
た
皇
統
万
世
一

系
も
、
戦
後
に
「
百
余
国
を
束
ね
た
王
朝
な
ど
、
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
全
て
誤
り
で
す
。

邪
馬
台
史
の
全
貌
が
と
ん
と
解
明
で
き
な
い
原
因
は
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
一
か
ら
考
え
直
し
て
、
再
構
築
す
る
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

大
陸
の
古
い
歴
史
を
背
負
っ
た
渡
来
人
ら
が
築
き
あ
げ
る
弥
生
史
は
、
魂
の
再
来
、
不
老
長
寿
、
古
の
善
政
再
現
、

仏
法
流
布
に
挑
戦
し
た
歴
史
で
し
た
。 

 

縄
文
晩
期
、
呉
王
夫
差
末
裔
（
太
伯
ら
子
孫
）
が
渡
来
し
て
建
て
た
天
之
国
は
、
前
三
世
紀
に
興
る
倭
国
王
朝
（
戦

国
韓
系
日
高
国
と
天
之
国
の
連
合
政
権
、
高
天
）、
一
世
紀
前
半
に
興
る
倭
奴
国
王
朝
（
倭
国
と
豊
葦
原
中
つ
国
の

連
合
政
権
、
天
地
）、
天
孫
降
臨
後
の
南
九
州
で
は
日
隈
・
日
前
・
和
国
の
名
で
再
興
さ
れ
た
後
、
東
征
し
て
大
和

朝
廷
の
名
で
蘇
っ
た
。 

一
方
、
前
四
世
紀
に
越
王
句
践
末
裔
（
夏
后
小
康
庶
子
末
裔
）
が
建
て
る
オ
ロ
チ
厳
之
国
王
朝
は
、
豊
葦
原
中
つ

国
王
朝
、
続
く
伊
都
国
王
朝
の
名
で
蘇
っ
た
が
、
結
局
は
倭
奴
国
王
朝
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。 

大
乱
後
、
倭
奴
国
王
朝
が
日
神
率
い
る
高
天
、
畿
内
邪
馬
台
国
〔
天
照
大
神
率
い
る
オ
ロ
チ
系
瑞
穂
厳
之
国
王
朝
〕

に
割
れ
て
覇
権
を
争
っ
た
後
、
纏
向
に
統
一
王
朝
〔
ヒ
ミ
コ
（
日
神
）
率
い
る
天
（
厳
）
之
国
王
朝
（
倭
）→

火
明

饒
速
日
率
い
る
日
本
朝
に
発
展
〕
を
共
立
す
る
も
、
日
向
か
ら
東
征
し
た
磐
余
彦
（
神
武
）
率
い
る
和
国
勢
に
席
巻

さ
れ
た
。 

と
り
わ
け
戦
わ
ず
し
て
倭
国
統
一
を
謳
う
天
照
大
神
に
対
し
、
徳
と
真
心
を
説
く
日
神
が
仕
向
け
た
覇
権
戦
略
や
、

怨
念
と
我
欲
に
ま
み
れ
た
日
本
朝
に
対
し
て
、
日
神
の
教
え
を
守
っ
て
き
た
和
国
勢
が
「
天
下
は
一
つ
、
家
は
一
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つ
」
を
合
言
葉
に
挑
む
覇
権
戦
争
は
、
三
国
志
や
戦
国
・
幕
末
期
を
凌
ぐ
世
界
中
に
誇
れ
る
無
双
の
歴
史
だ
っ
た

が
、
大
和
朝
廷
の
指
導
者
ら
は
本
来
の
皇
統
、 

神
武―
崇
神―

応
神
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
、
神
武―

崇
神
の
間
に
大
日
本
八
代
を
挟
み
、
崇
神―

応
神
の
間
に

垂
仁
・
景
行
・
成
務
・
仲
哀
の
邪
馬
台
国
系
四
代
を
割
り
込
ま
せ
て
、
万
世
一
系
に
改
ざ
ん
し
た
の
で
す
。 

 

司
馬
遷
の
信
念
と
本
来
の
王
系
譜
の
下
で
、
記
紀
・
史
記
な
ど
資
料
、
各
地
の
伝
承
、
神
社
の
縁
起
、
発
掘
結
果
、

地
名
の
由
来
、
各
家
の
奉
じ
る
祭
器
と
変
遷
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
縄
文
晩
期
～
大
和
朝
廷
樹
立
に
到
る
歴
史
を

物
語
化
し
ま
し
た
。
本
書
は
そ
の
あ
ら
す
じ
で
す
。 

 


	東西の王朝／瑞穂厳之国王朝(大倭唐古に都する邪馬台国)〓水天神天照大神がオロチ厳之国王朝を再現
	〔大乱後の高天(倭の国名を奪われた倭奴国)〓高千穂宮に天宮して、天照大御神を日神(日天神)に奉る〕
	〔に降臨したが笠沙宮に都した国〓(、後にに改名)〓日隈(熊野家)の継承国〕
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